
（1）　第４９４号

吹

奏

楽

部時　

10
月
４
日　
　
　
　
　
　

於　

広
島
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

　

約
半
数
が
マ
ー
チ
ン
グ
を
始
め
た
ば
か
り

の
１
年
生
で
、
練
習
は
苦
難
の
連
続
で
あ
っ

た
が
、
生
徒
達
は
乗
り
越
え
、
本
番
で
は
立

派
な
演
奏
・
演
技
を
披
露
し
会
場
を
魅
了
し

た
。
結
果
、
金
賞
を
受
賞
し
、
12
年
連
続
14

度
目
と
な
る
全
国

大
会
へ
の
出
場
を

果
た
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
支
え

て
い
た
だ
い
た
保

護
者
の
皆
様
、
卒

業
生
の
皆
様
、
応

援
し
て
い
た
だ
い

た
地
域
の
皆
様
へ

の
感
謝
を
忘
れ
ず
、

11
月
に
行
わ
れ
る

全
国
大
会
で
は
、

島
根
県
、
中
国
支

部
の
代
表
と
し
て

誇
り
を
持
っ
て
大

会
に
臨
め
る
よ
う
、

引
き
続
き
精
進
し
て
い
き
た
い
。
皆
様
に
は

引
き
続
き
ご
声
援
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

（
顧
問　

竹
内
康
貴
）

令和８年１０月３０日
出雲北陵中学高等学校
土江明文社　印刷

Ｎｏ.４９４

全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

中
国
大
会
金
賞
！

こ
と
が
で
き
た
。
優
勝
の
瞬
間
を
２
年
連
続

会
場
で
観
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
良
い
経

験
と
な
っ
た
。
今
回
の
経
験
を
次
に
生
か
し
、

今
後
も
稽
古
に
励
み
た
い
。
応
援
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
顧
問　

井
上
美
代
）

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

時　

10
月
15
〜
17
日　
　
　
　
　
　

於　

新
青
森
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　

木
村
一
心（
2-1
斐東
）、
三
島
綾
太（
3-2
出三
）、
川

原
真（
3-4
大一
）
の
３
名
が
島
根
県
選
抜
と
し
て

参
加
し
た
が
、
初
戦
で
北
海
道
選
抜
に
惜
敗

と
な
っ
た
。

（
顧
問　

佐
々
木
雄
志
）

美　

術　

部

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
に
て

　
　
　
　
　

多
く
の
賞
を
受
賞
！

島
根
県
緑
化
ポ
ス
タ
ー
原
画
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
賞　

大
野
優
姫
（
2-5
出三
）　

全
国
出
品

　
　
　
　

葛
西
真
維
（
2-5
平田
）　

全
国
出
品

優
良
賞　

亀
山
月
夢
（
2-5
出一
）

あ
お
も
り
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

卓　

球　

部

時　

10
月
11
〜
15
日　
　
　
　
　
　
　

於　

カ
ク
ヒ
ロ
グ
ル
ー
プ
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ

〈
少
年
男
子　

団
体
〉

１
回
戦　

島
根
県　

０
－

３　

大
分
県

【
大
会
参
加
者
】
三
好
蒼
空（
3-2
北陵
）

◯
大
会
総
評

　

本
県
チ
ー
ム
は
１
回
戦
で
大
分
県
と
対
戦

し
、
健
闘
む
な
し
く
敗
退
し
た
。
全
国
レ
ベ

ル
の
高
さ
を
肌
で
感
じ
た
こ
の
悔
し
さ
を
忘

れ
ず
、
今
後
の
練
習
に
励
ん
で
い
き
た
い
。

保
護
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
ご
支
援
・
ご
声

援
を
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
に
深
く
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。

（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

な
ぎ
な
た
部

時　

10
月
17
〜
19
日　
　
　

於　

ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
藤
崎

【
選
手
】
安
田
結
衣（
3-3
大社
）・
曽
田
小
夏（
3-4
浜山
）・

吉
田
千
秋（
2-4
津和野
）

〈
演
技
競
技
の
部
〉

２
回
戦　

島
根
県　

２

－

３　

大
阪
府

〈
試
合
競
技
の
部
〉

１
回
戦　

島
根
県　

１

－

２　

福
島
県

○
大
会
総
評

　

演
技
・
試
合
共
に
１
回
戦
敗
退
と
な
っ
た
。

と
も
に
出
場
し
た
成
年
選
手（
全
員
本
校
卒

業
生
）
は
試
合
競
技
で
２
年
連
続
優
勝
す
る

犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
賞　

福
本
彩
乃
（
1-6
浜山
）

（
顧
問　

石
倉　

正
）

写　

真　

部

大
賞
・
優
秀
賞
・
秀
作
賞
・

審
査
員
特
別
賞
・
入
選
受
賞
の
快
挙
！

第
27
回
植
田
正
治
写
真
美
術
館
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

植
田
正
治
写
真
美
術
館
が
主
催
す
る
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
、
次
の
５
名
が
受

賞
し
た
。

大
賞（
１
名
枠
）

　
「
弧
光
」　

原  

宗
右
介（
2-1
平田
）

優
秀
賞（
２
名
枠
）

　
「
結
び
草
」　

勝
部
紫
帆（
3-5
平田
）

秀
作
賞（
４
名
枠
）

　
「
い
つ
も
の
君
」
エ
ト
ウ
ソ
ガ
リ
エ（
2-1
出一
）

審
査
員
特
別
賞（
３
名
枠
）

　
「
残
光
」　

錦
織
遼
飛（
2-2
出一
）

入
選（
数
点
）

　
「
目
線
の
先
に
」　

天
野
莉
瑠（
3-2
斐東
）

◯
大
会
総
評

　
「
大
賞
」
は
い
わ
ゆ
る
「
最
優
秀
賞
」
に

あ
た
る
賞
で
あ
り
、
本
校
史
上
初
の
快
挙
で

あ
る
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
日
頃
か
ら
写
真
部

の
活
動
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
様
の

お
陰
で
あ
る
。
心
よ
り
感
謝
し
て
い
る
。
今

後
と
も
本
校
写
真
部
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

（
顧
問　

村
上　

学
）

大野さんの作品葛西さんの作品



第４９４号　（2）

卓　

球　

部

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
島
根
県
予
選
大
会

時　

10
月
３
・
４
日　

於　

益
田
市
民
体
育
館

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉　

ベ
ス
ト
８　

三
好
蒼
空
、
金
丸　

陽（
3-2
北陵
）

　
　
　
　
波
多
間
怜
偉（
2-3
北陵
）、
松
崎
優
樹（
2-3
北陵
）

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

推
薦
出
場　

三
好
蒼
空
・
金
丸　

陽　

組

◯
大
会
総
評

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
３
位
の
三
好
・
金
丸
組
が
１

月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
全
日
本
選
手
権
に
出

場
す
る
。
シ
ン
グ
ル
ス
は
卒
業
生
の
厚
い
壁
に

阻
ま
れ
本
戦
出
場
権
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
が
、
今
後
に
繋
が
る
試
合
内
容
で

あ
っ
た
。
大
会
を
通
じ
て
明
確
に
な
っ
た
課
題

を
日
々
の
練
習
で
克
服
し
、
今
後
の
大
会
で
活

躍
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。

（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

テ

ニ

ス

部

Ｕ
18
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ッ
チ
大
会

時　

10
月
４
日　
　
　
　
　
　

於　

浜
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

二
回
戦
敗
退　

高
橋
竜
也（
2-2
平田
）

　
　
　
　
　
　

小
村
奏
太（
2-4
出三
）

一
回
戦
敗
退　

加
地
朔
也（
2-1
出三
）

◯
大
会
総
評

　

試
合
経
験
を
積
み
重
ね
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、

緊
張
を
ほ
ぐ
し
て
プ
レ
イ
を
す
る
姿
が
見
ら
れ

た
。
こ
の
経
験
を
糧
と
し
て
、
次
の
試
合
に
臨

ん
で
欲
し
い
。

（
顧
問　

小
村
弘
人
）

野　

球　

部

出
雲
地
区
フ
レ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

時　

10
月
10
・
17
日　
　
　

於　

大
社
高
校
・
大
東
球
場

一
回
戦　

本
校　

３

－

２　

大
社

準
決
勝　

本
校　

１

－

９　

平
田

　
　
　
　
　
（
７
回
コ
ー
ル
ド
）

◯
大
会
総
評

　

こ
の
大
会
は
１
年
生
の
み
で
戦
う
、
最
初
で

最
後
の
大
会
で
あ
っ
た
。
１
年
生
16
名
が
一
致

団
結
し
て
試
合
に
臨
ん
だ
が
、
優
勝
す
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
２
年
生

や
引
退
し
た
３
年
生
も
応

援
に
駆
け
つ
け
、
試
合
を
盛

り
上
げ
て
く
れ
た
。
更
な
る

高
み
を
目
指
し
て
、
冬
の
練

習
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

　

試
合
当
日
は
、
多
く
の
関

係
者
の
方
々
に
応
援
に
駆

け
つ
け
て
い
た
だ
き
、
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
監
督　

畑　

宗
一
郎
）

サ
ッ
カ
ー
部

第
105
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
島
根
県
予
選

時　

10
月
16
・
24
日　

於　

浜
山
公
園
球
技
場

１
回
戦

本
校　

１　

０

－

０　

０　

松
江
農
林

　
　
　
　
　

１

－

０

　
　
　
　
　

２
回
戦

本
校　

０

０

－

４

７　

明
誠

　
　
　
　
　

０

－

３

◯
大
会
総
評

　

１
回
戦
は
終
始
本
校
ペ
ー
ス
の
試
合
で
あ
っ

た
が
、
２
回
戦
は
強
豪
校
が
相
手
で
あ
っ
た

た
め
、
思
う
よ
う
な

プ
レ
ー
が
で
き
な
い

時
間
帯
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
、
選
手
達
は

相
手
に
一
歩
も
引
く

こ
と
な
く
、
最
後
ま

で
諦
め
ず
に
ボ
ー
ル

を
追
い
続
け
る
姿
を

見
せ
て
く
れ
た
。
そ

の
勇
敢
な
プ
レ
ー
を

大
変
誇
り
に
思
う
。

　

応
援
に
駆
け
付
け

て
い
た
だ
い
た
保
護

者
の
皆
様
を
は
じ
め
、

多
く
の
方
々
か
ら
温

か
い
ご
声
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感

謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
（
顧
問　

松
井
仁
志
）

情
報
技
術
部

島
根
県
高
等
学
校
秋
季
商
業
教
育
実
技
競
技
大
会
ワ
ー
プ
ロ
競
技

時　

10
月
15
日　
　
　
　

於　

出
雲
商
業
高
等
学
校

〈
団
体
戦
〉　

５
位

〈
個
人
戦
〉

木
佐
彰
斗（
2-3
平田
）
11
位

中
国
大
会
出
場

安
田　

匠（
1-1
浜山
）
19
位

荒
木
悠
吾（
1-1
湖北
）
21
位

◯
大
会
総
評

　

新
チ
ー
ム
の
初
戦
と
な
る
今
大
会
、
ま
だ
ま

だ
力
不
足
で
あ
る
部

員
達
で
は
あ
っ
た
が
、

毎
日
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
つ
つ
あ
る

と
感
じ
た
。
中
国
大

会（
山
口
県
立
萩
商
工

高
等
学
校
開
催
）
で

の
機
会
を
生
か
し
自

己
研
鑽
に
励
ん
で
欲

し
い
。

（
顧
問　

永
瀬
貴
之
）

出
雲
北
陵
中
学・高
等
学
校
芸
術
鑑
賞
会

並
び
に
第
36
回
定
期
演
奏
会

時　

10
月
８
日　
　

於　

出
雲
市
民
会
館

　

本
年
で
36
回
目
を
迎
え
た
こ
の
演
奏
会
は
、

独
唱
・
独
奏
・
吹
奏
楽
・
合
唱
と
様
々
な
演
目

が
あ
り
、
他
校
に
は
な
い
本
校
な
ら
で
は
の
演

奏
会
で
あ
る
。

　

午
前
中
は
本
校
の
生
徒
対
象
の
芸
術
鑑
賞
会
、

夜
は
一
般
の
方
々
対
象
の
定
期
演
奏
会
と
２
公

演
を
行
っ
た
。
出
場
者
達
は
山
陰
で
唯
一
の
音

楽
コ
ー
ス
の
独
唱
・
独
奏
を
は
じ
め
、
島
根
県

を
代
表
す
る
音
楽
部
に
相
応
し
い
演
奏
を
披
露

し
、
観
客
を
魅
了
し
た
。

　

当
日
来
館
い
た
だ
い
た
お
客
様
を
始
め
、
応

援
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
の
方
々
、
何
よ
り
陰

で
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
保
護
者
の
皆
様
に

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

特
別
進
学
・
音
楽
・

美
術
Ｃ
Ｇ
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス 

体
験
入
学

特
別
進
学
・
音
楽
・

美
術
Ｃ
Ｇ
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス 

体
験
入
学

時　

10
月
７
日

於　

本
校　
　

　

本
校
の
特
色
で
あ
る
特
別
進
学
コ
ー
ス
、
音

楽
コ
ー
ス
、
美
術
・
Ｃ
Ｇ
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
の

各
コ
ー
ス
に
、
県
内
は
も
と
よ
り
県
外
か
ら
も

多
く
の
中
学
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
計
35
名
が

体
験
入
学
に
参
加
し
た
。　

各
コ
ー
ス
に
よ
る

開
講
式
の
後
、
模
擬

授
業
に
参
加
し
、
中

学
生
は
真
剣
に
課
題

に
取
り
組
ん
だ
。

　

参
加
い
た
だ
い
た

中
学
生
の
皆
さ
ん
に

は
体
験
を
通
し
て
よ

り
本
校
を
知
っ
て
い

た
だ
く
良
い
機
会
と

な
っ
た
。



（3）　第４９４号

公
開
授
業（
新
任
者
研
修
）

　

10
月
15
日
㈭
、
本
校
に
て

新
任
教
員
２
名
に
よ
る
公

開
授
業
が
行
わ
れ
た
。
こ
の

研
修
は
新
任
教
員
の
指
導

力
向
上
、
授
業
ス
キ
ル
を
高

め
る
目
的
で
毎
年
実
施
さ

れ
て
い
る
。
各
授
業
者
は
緊

張
感
の
あ
る
雰
囲
気
の
中
で
も
生
徒
一
人
ひ
と

り
に
対
す
る
細
や
か
な
働
き
か
け
を
行
い
、
熱

意
を
持
っ
た
授
業
を
展
開
し
た
。

　

特
に
グ
ル
ー
プ
学
習
に
よ

る
「
課
題
設
定
力
」
の
育
成

を
図
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
他
の

参
観
教
員
か
ら
も
称
賛
を
得

た
。
授
業
後
は
授
業
者
・
当

該
教
科
教
員
で
講
評
会
を
開

き
、
今
後
の
指
導
に
向
け
た

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

お

知

ら

せ

総
合
評
価
型
入
試
説
明
会
【
本
校
】

　

申
し
込
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

〇
11
月
21
日
㈯　

・
９
時
半
〜
・
11
時
半
〜

〇
11
月
29
日
㈰　

・
９
時
半
〜
・
11
時
半
〜

　

本
校
Ｈ
Ｐ
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

入
学
相
談
会
【
本
校
】

　

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

〇
11
月
21
日
㈯　

９
時
〜
12
時

〇
11
月
29
日
㈰　

９
時
〜
12
時

入
学
試
験
日
程

○
前
期
日
程
入
学
試
験（
総
合
評
価
型
・
特
別
選
抜
型
）

　
12
月
15
日
㈫
・
16
日
㈬　

実
技
試
験（
該
当
者
の
み
）

○
中
期
日
程
入
学
試
験（
総
合
評
価
型
・
特
別
選
抜
型
）

　
１
月
13
日
㈬
・
14
日
㈭　

実
技
試
験（
該
当
者
の
み
）

○
後
期
日
程
入
学
試
験

　

２
月
２
日
㈫
・
３
日
㈬

※
詳
し
く
は
本
校
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
女
子
〉

１
回
戦　

本
校　

46
－

42　

T
W
O
 U
P

準
々
決
勝　

本
校　

48
－

69　

SHOOTING CLUB

　

ベ
ス
ト
８

○
大
会
総
評

　

準
々
決
勝
で
は
、

県
総
体
で
も
対
戦
し

た
選
手
が
中
心
の

チ
ー
ム
で
あ
っ
た
。

試
合
の
入
り
で
ペ
ー
ス
を
握
ら
れ
て
し
ま
い
序

盤
で
失
点
を
重
ね
ら
れ
た
も
の
の
、
自
分
達
の

や
り
た
い
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
所
々
で
発
揮

さ
れ
、
前
回
よ
り
も
手
応
え
の
あ
る
試
合
に

な
っ
た
。
３
年
生
に
と
っ
て
は
最
後
の
試
合
と

な
り
、
目
指
し
て
き
た
結
果
に
は
届
か
な
か
っ

た
も
の
の
、
清
々
し
い
表
情
で
終
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
３
年
生
の
思
い
を
引
き
継
い
で
新

チ
ー
ム
で
の
飛
躍
に
期
待
し
た
い
。
ご
声
援
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
顧
問　

和
田
拓
真
）

中
学
２
年
生 

職
場
体
験
学
習

中
学
２
年
生 

職
場
体
験
学
習

時　

10
月
21
・
22
日　
　

於　

出
雲
市
内
24
事
業
所

　

職
場
体
験
学
習
を
２
日

間
実
施
し
た
。「
何
の
た

め
に
働
く
の
か
」
を
共
通

の
テ
ー
マ
に
掲
げ
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
が
着
眼
点
を
持
っ
て
体
験
に
臨
ん
だ
。

普
段
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
仕
事
の
裏
側
を

知
り
、
実
際
に
手
を
動
か
し
て
体
験
を
す
る
中

で
、
身
を
持
っ
て
仕
事
を
す
る
こ
と
の
や
り
が

い
や
面
白
さ
を
感
じ
る
機
会
に
な
っ
た
。

　

体
験
を
終
え
た
生
徒
は
「
大
変
だ
っ
た
」
と

疲
労
感
を
見
せ
な
が
ら
も
、
充
実
し
た
表
情
を

浮
か
べ
て
い
た
。
今
年
度
は
生
徒
数
の
増
加
に

伴
い
、
よ
り
多
く
の
事
業
所
の
皆
様
に
お
世
話

に
な
り
、
親
切
に
対
応
し
て
い
た
だ
い
た
。
お

陰
様
で
実
り
あ
る
体
験
学
習
を
無
事
に
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
今
回
の
経
験
を
今
後
の
学

校
生
活
や
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
選
択
に
生
か
し
て

い
き
た
い
。

中
学
校

卓　

球　

部

第
５
回
島
根
オ
ー
プ
ン
小
中
学
生
卓
球
大
会

時　

９
月
26
・
27
日

於　

カ
ミ
ア
リ
ー
ナ

〈
男
子
団
体
〉

２　

位　

出
雲
北
陵
Ａ

ベ
ス
ト
８　

出
雲
北
陵
Ｂ
、
出
雲
北
陵
Ｃ

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

ベ
ス
ト
８　

今
福
瀧
司（
中2-1 

門沢
）

ベ
ス
ト
16　

清
水
寛
生（
中2-2 

藍見
）

◯
大
会
総
評

　

勝
負
ど
こ
ろ
で
の

サ
ー
ビ
ス
・
レ
シ
ー
ブ

の
精
度
や
、
相
手
の
戦

術
の
変
化
に
対
応
す
る

力
な
ど
、
上
位
で
勝
ち

切
る
た
め
に
は
課
題
が

山
積
し
て
い
る
。
試
合

で
出
た
課
題
を
日
々
の

練
習
に
落
と
し
込
み
、

次
大
会
ま
で
に
克
服
し
て
い
き
た
い
。

 
（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

第
７
回
島
根
県
Ｕ
15
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

時　

10
月
10
・
11
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

於　

松
江
市
総
合
体
育
館
バ
ン
ダ
イ
ナ
ム
コ
ア
リ
ー
ナ

〈
男
子
〉

１
回
戦　

本
校　

64

－

51　

MASUDA BANDITS

２
回
戦　

本
校　

42

－

57　

U15 SHIMANE EM BEAT

◯
大
会
総
評

　

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
で

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か

け
ら
れ
ず
、
リ
バ
ウ

ン
ド
も
相
手
に
許
し

て
し
ま
い
勝
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
修
正

し
て
新
人
戦
に
挑
み
た
い
。
ご
声
援
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

（
顧
問　

多
々
納
厚
比
古
）

団体戦準優勝のAチームのメンバー

中
学
１
年
生 

ふ
る
さ
と
学
習

中
学
１
年
生 

ふ
る
さ
と
学
習

時　

10
月
21
日　

於　

松
江
市
周
辺

　

中
学
１
年
生
が
ふ
る
さ
と
学
習
の
一
環
と
し

て
、
松
江
市
周
辺
で
の
調
べ
学
習
を
実
施
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
大
雨
と
な
っ
た
が
、
生

徒
達
は
８
つ
の
班
に
分
か
れ
、
松
江
城
を
は
じ

め
、
小
泉
八
雲
記
念
館
や
武
家
屋
敷
な
ど
を
熱

心
に
散
策
し
た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
な
い
中
で
も
互
い
に
協
力
し

合
い
、
計
画
に
沿
っ
て

し
っ
か
り
と
学
び
を
深

め
る
姿
が
見
ら
れ
、
非

常
に
有
意
義
な
一
日
と

な
っ
た
。
地
域
の
歴
史

や
文
化
に
直
接
触
れ
る

こ
と
で
、
自
分
達
の
故

郷
の
魅
力
を
再
発
見
す

る
素
晴
ら
し
い
機
会
と

な
っ
た
。

お

知

ら

せ

入
学
説
明
会
・
個
別
相
談
【
本
校
】

〇
11
月
７
日
㈯　
９
時（
個
別
相
談
は
９
〜
12
時
）

〇
11
月
14
日
㈯　

14
時（
個
別
相
談
は
14
〜
16
時
）

〇
12
月
５
日
㈯　
14
時（
個
別
相
談
は
14
〜
16
時
）

〇
１
月
６
日
㈬　

９
時（
個
別
相
談
は
９
〜
12
時
）

体
験
講
座
【
本
校
】

〇
11
月
14
日
㈯　

14
〜
16
時

　

華
道
・
写
真
（
華
道
は
15
時
ま
で
）

部
活
動
体
験
【
本
校
】

〇
11
月
14
日
㈯　

14
〜
17
時

野
球
部
、
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
女
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
卓
球
部
、
な
ぎ
な
た
部
、

テ
ニ
ス
部（
テ
ニ
ス
部
は
雨
天
中
止
）

　

体
験
講
座
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

部
活
動
体
験
・
入
学
説
明
会
・
個
別
相
談
は
申

し
込
み
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。



第４９４号　（4）
　

漢
文
を
学
ぶ
に
あ
た
っ
て
、
故
事
成
語

を
現
代
を
生
き
る
私
達
の
生
活
に
結
び
つ

け
、
イ
ラ
ス
ト
で
表
現
し
解
釈
を
す
る
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

作
品
と
研
究

「愚公　山を移す」

たえず努力すれば、いつか必ず成功
することのたとえ。

「漁夫の利」

両者が争っているうちに、第三者が
利を占めること。

「捲土重来」

一度敗れたものが、再び勢いを盛り
返すこと。

「逆鱗に触れる」

君主の怒りをかうこと。目上の人の
気持ちに逆らって怒らせてしまう意。

「覆水　盆に返らず」

一度こぼれた水が盆にはかえらない
ように、取返しのつかないこと。

「虎穴に入らずんば虎子を得ず」

危険をおかさなければ大きな利益
（または名誉）をえることはできない。

「雨垂れ石を穿つ」

わずかな力でも根気よく続ければ、
やがて大きな成果を得られること。


